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鮭精液の卵膜溶解物質に就いて
On the egg membrane-lysin fromもhesperm suspension of 

もhesalmon ( Oncorhynchus keta) . 

演 野 繁

Shigeru Hamano 

北海道大尊重農車部水産動物撃敬室

受精現象に於て卵内に精子が侵入してからの精子核が重要な役割を果す事は云ふまでもないが，精子が

卵に近接して侵入する温程に於ても亦精子が受精遂行上不可欽の物質をもって居る事は種々の事質から嘗然考

ヘられる。 従って精子の分泣物や抽出物に封ずる作用に闘しての研究が少なくない。

Loeb ('13）はリシシ読を提唱し，精子に受精現象に於て卵の表面を壊溶きす物質聞もリシシなる一種

酵素、様物質の容在を考へた。英後多くの人々に依って検討されたが避に A.Tyler('39－＇《）〉によりカサガヒの

一種 Megathuracrenulataの議事靖子懸濁液から卵膜分解素と抗精子疑集素の抽出が成功された。

本研究は鮭楕液に卵膜溶解作用が有るか，叉存在すればその一般的性獄及び作用する卵膜の部分，更に

叉卵が淡水に接する時に惹起する卵膜の硬化に依る受精不能と溶解作用との闘係等を知らん矯に行はれたもの

である。

質験方法
、、
精液に卵膜溶解作用があるならば精液を作用させる事に依って卵膜の含水量に境化を生ずべきである

との見解のもとに賓験を行った。 rwち約30個の卵を各々 2つに切って片方を掛照直とし他方を質験匿とし，望ま
照匿の方はその卵膜を M/7.5NaClにて卵黄等を流ひ去り，溜紙で

恒量になるまで乾燥して其の含水量く9話）を出した。

賓験匿の方は上記の様に M/7.5NaClにて洗った卵膜を軽く種紙で拭ってから濃厚精子懸海液中に入

れて 10。Cに保ち一定時間（ 4時間〉浸漬後更に M/7.5NaClにて卵膜に附着せる精液を洗ひ落してから温

紙で水分を拭ひ取り掛照匿と同じ方法で英の含水量く%〉を求めた。卵膜の秤量はすべて TorsionBal ans.:e 

を使用した。

質験結果

1) 卵膜溶解作用及び共の盲試験

溶解作用の盲試験として班／7.5NnCIにて洗った卵肢を蒸溜水及び等調 Ringer氏液に

各々 4時間浸潰した場合の含水量をそれぞれの封照匿と比較し，叉別に卵膜i容解作用の有無を

しらぺた結果が第1表で精液には卯膜溶解作用のある事がうかYへるo

第 1表 2) 遠心分離に依り 2分した精液の各

画官官匝含｜質験直含く針照直含水量〉 部分の作用力比較

｜水量く%〉除量く%〉トく賓験医含水量〉 第 1表に依り卵膜溶解作用の存在を確認した
% ． ’ 
- 0・3 から更に精液を遠心分離して上澄去沈降部と

蒸溜水に入れた
七P.A

等調Ringer氏
液に九れた場合
卵膜溶解作用試
験

64.4 64.7 

63.5 

62.8 
61.4 

63.4 

ラ8.8
56.4 

τ且仏

4
5

十 Eちらに作用物質があるかを知らん震に卵を

3分して共の1を釘Jf¥1匿とし， 1を上澄tc,

残Pの 1を沈降部に浸潰した。
持 ContributionNo. 119 from the Department of Fishery, Fnr.ulty of Agriculture, Hokkaido 
University. 
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第 2表 ‘ 共の結果は第2表に示す様に上澄の溶解作用が強〈叉
I 沈降部にも或る程度の作用力の存在が認められ斯る方法では

駒照直 I 67.7% 
｜ 完全に分離の行訟はれない事を知る。

上澄の部 I 63. 
I 3) 温度の溶解作用に及ぼす影響

沈降の部 I65.0% 
I A）卵膜溶解作用が温度陀依って鋭敏に影響される ζと

く掛照匿〉ー〈上澄の部3 4・鋭 、は一種の酵素的作用であることを示すo即ち夫々予め初oc
く掛照直〉ーく沈降の部〉｜ 2・7% に30分間及び100°0に10分間さらした精液に卵膜を浸潰作用

さしま場合忙は第8表に見る如く30°0で殆んど作用力を失ひ， 100°0では完全に共の作用力を

消失してしまみ。

B）作，朋温度の 0°0,10°0及び20°0陀於

ける精液の卵膜に劃する作用力は第4表に示

ナ如く10°0が作用遁温たるを示し， 20°0に

於ては殆んど作用を認め得ない。

4) 等調聾i容摘で精液を務稼した

場合の影響

第 4ft

場｜号事r：~：
。。Cの場合 65.4 64.3 汁 I.I~揺

10°Cの場合 63.8 60.9 + 2.9 

泊。Cの場合 ! 64.3 63.6 十 0・7

5) 卵膜の Chorionの部に封す

る作用力

青木 1..'41）及び演野＼.~49）は卵肢が

30。Cの場合

100。Cの場合

膨

⑥
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勲
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一賞一努
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表
宮
量
〉
一

と
曙
一 + 0.8% 

。
量に於て精液の2に封して各等調堕溶液1の
割合に干希標した各液への浸漬卵膜に封、ずる作

用結果が第5表で，蒸溜水と MgCltで稀標

した雨場合には作用力が殆んE消失する。

第 5褒

劃照底

蒸溜水で稀揮した
場合

N/100以下の HOI~て Chorion と膨潤居と NaCl .fl 

に分離する ζとを明にした。 M/7.5NaClで KCI " 
洗った未吸水卵膜と15分間吸水さした卵の卵 CaCl2 II 

肢を N/50HCI にて膨i間居を除いたものと B’gCh fl 

陀劃ナる作用力の差異は第6表に見られる様

（開含水量
え%〉

麗 iく聖母照直〉
含水量 ｜ ー
〈%〉 ｜〈賞艶璽L

+ 1.3% 

十 0.3

65・0 .1 63.4 I + 1.6 

66.5 I 64.0 I ・十 2.5

6ラ.1 I 63.9 I + 1.2 

64.8 I 64.7 I + 0.1 

に殆んど認められ十且つ Chorionに鈎しは溶解能力を認め得恕い。

第 6表 6) 卵膜の各吸水時間に依る作用力

l掛照医 ｜賞験直明〉 鮭卵を淡水に浸潰ずる時伽共の受
蝕量 ｜蝕量 ｜ － 
(%) ! (%) く賓験直〉 精率は半減し， 2分で全く受精力を失ふ。斯

弘sI 十峨 る受精能力の遮減と卵膜溶解作用との関係を
十 0・7 見出さん鏡花30秒， 40秒， 50砂， 1分及び2分

間吸水きした卯肢に封ずる溶解力を調ぺた結

果が第7表である。此の様に溶解作用の消失と受精率の遁減とは平行する。

7) 10% BCIで加水分解きした吸水卯膜に射する作用力

末吸水卵

60.2 暖水卵 J
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第 7褒

寄含（京水%量穏〉 I 含賓〈験水%直量〉
く樹照医〉

t質験直〉

30秒吸水 6ラ.3 62-9 + 2.4% 30秒腹水卵膜 仰 7I + 6.3% 
40秒 II 6ラ．ラ 64.4 十 1.1 2分疲水卵膜 57.I 46.6 十 lo.5

50秒 II 64.4 64.2 十 0.2

6つ秒 II 64.6 ・l 64.5 十 0.1 第7表に見る如く 1分以上吸水きした

2分 ,, I 63.5 I 63.3 I十 0.2 卯朕－l'C釘しては溶解作用がなぐなるが，此の

様~吸水に依る硬化卵肢を10% HCIで若干

加水分解して軟化せしめた場合の作用力をしらべる震に30秒吸水の卯膜を10分間， 2分間吸水

の卵膜を20介問加水分解せしめた。斯る鹿理下の卵膜は共の形を保持し吸水卵朕・よりもろく怒

る。明陀吸水に依る硬化卵肢も加水分解KよD軟化される時は作用を受ける ζ とが第8表より

認められる。

考察

Loeb ('13）が人工滋女生殖の研究で、受精に際し精子の有するリシンと彼が名付けた酵素

核物質に依る卯政溶解作用が起る ζと，所謂リシン訟を提唱して以来比の問題は多くの人に取

拳げられ遂にA. Tyler ,'30 40）によってカサガヒの一種 M句αtkurα crem1lata,の濃厚精子

液を－80°0陀温冷却する事に依り卵li§f1容解作用の有効物質の拍出が成功された。

鮭精液にも斯る卵膜溶解作!Jjの存在が本研究を通して知られる。而して舵卵卵膜は内外

二居より成り（青木，＇41，演野，＇491,i容解作月jは内居の Mucoidより1去る膨潤唐に｛動き硬蛋白
より成~外居部の Chorion 陀は作f1J能力が無い（第 6 表〉。酵素と同様に温度に釘して非常に

銃敏である（第3,4表〉。然し酵素作mに於ける Activatorと Inhilitor との関係に就いては
本研究に於ては各イオンに於ける作用力債の開きが僅少な篤に設明し符なかった〈第5表、鮭

卵は淡水に接すると 2分間で受精能力を失ふ。此の事費は山本＼＇ 44）がメダカ卵で槻察した表

唐笥胞の潰崩主同様な現象の存在が想、像される。即ち鮭卵は淡水に接すると卵肢が不透ー明にな

り外商からの翻察は不可能［て友ろが淡水陀接して活性化してから略々 2分間で表唐詩胞の潰崩

が完了されるのではないかと も考へられる。然し石田（叫9）に依ると30分間 Ringer及び淡水

に浸潰したメダカの雨卵の呼吸量に大差なく，淡水への浸漬は卵向体に犬なる生理的影響を及

ぼさぬと云ワて居る。叉 A.Tyler ('40）は魚卵の淡水に接しての受精能カ消失を受精前の沈澱

肢生成による精子の侵入不能と解し？と口

本研究の結果陀於ては淡水陀援する事に依る受精能力と卵~：溶解作用との繭者の減退は
よく一致し，受精能力を失ふ2分間卵肢が淡水に接するととに依って溶解作用も亦殆ど消失す

急（第7表〉。更に卵政i脊f拝作用を受ける l¥Iucoidから成る膨i悶唐には吸水肥依PCaが吸若

し所謂 Sol→Gelの勝欣礎化が起る事は収に報背した（演野＇ 49）。此の事寅より Sol般の膨，

mu暦（末吸水卵の膨潤｝母〉はi容解作却を受けるが吸水しマ.Gel j伏陀腹欺事雪化を来たした膨i問
府は作用を受けないとととたる。然、して一度 Gel欣になった膨潤暦は本質験に使用した Caの

みを除去し再び Sol献に返そうと試みた試薬に依 aてほ卵肢にi容解性を附興し得たかった。 ー

以との如き卯膜の性質餐化が淡水~接するととによる受精能力の減退陀密接に関係する
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ものと思はれる0 -

吸水卵膜も 10%HC1で加水分解する時再び溶解作用が表はれる。止bの事震は幾分分解

され弁硬蛋白の Chorion k封する溶解作用の表はれで，此の場合膨i閏唐は殆んど股落溶解し‘

てゐる。

結 円＝－

罰

I）鮭精液中には卯膜溶解素が存在し，それは酵素的作用を表はナものである。

2) 溶解作用は卵膜の内側の膨j閤屠に封して働くものである。

J・4

R) i容解作用は卯膜の吸水と共に治失ずる。それは卵膜の吸水に依り膨澗居に起G膝紙餐化に

依るものである。

本研究陀於ける犬飼教授，粛藤教授。御助言並に北海道鮭鱒卵F化場の鮭卯分輿に釘して

深謝す。
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Resume 

Since the time of Loeb く＇33)who established Lysin theory, many authors have d!rected 

－ 

the attention to find a substance of enzymatic nature in凶esperm suspension, and attempted 

to extract from the suspension some substance effecting the unfertilized egg. 

In 1939 A. Tyler e玄tn,ctedfrom the sperm suspension a substance which dissolves the 

membrane of the limpet egg and called it as 11 lytic agentぺ Thewater content of the egg 

membrane including the chorion becomes small when immersed in the sperm suspension. Thie 

may be induced by the presence of the lysi n-1 ike substance. which dissolves the swelling 

hyer of the egg membrane to some extet1t. 

By means of the centrifugal machine the lytic age口tis separated, being contained less 

in the四edimentthan in the supernatant fluidくTable2). The・ optimum te1nperature for the 
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activity i圃 appro玄imately10° C.くTable4), and it beco.mes ea日ilyinactive by hent (Table 3). 

From -the ebove the lytic 1'.gent may be recognized as enzymatic 1rnture. The lytic agent does 

not act on the chorion but on the swelling layer of egg membrane (Table 6). It is true that 

the fertilizability of eggs is lost whthm 2 mmutes m tap water as the swelling layer takes 

the Gel-charact~r by contact with water. The loss of fertilizability is correlated with 

inactiva,ti.ori of the lytic ageqtくTable.7). This ・showa the inactivity of the lytic agent in Gel 

state. By hydrolyzation with 10% HCl, dissolving activity of the lytic agfnt appear日noto.nly 

on the swelling layer but sho on the chorionくTable8）・

〆
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